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図１－２（２）神崎川水域の水質測定地点図
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図１－２（４）大阪市内河川水域の水質測定地点図
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図１－２（５） 大和川水域の水質測定地点図
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調査区分

水 域

区 分

環境基準点 1 10 2 9 20 42 15 28 12

準基準点 2 3 10 15 1 3

環境基準点 9 3 4 16 11
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環境基準点 1 5 12 18 5
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別表１－１　　測定地点及び測定機関総括表
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別表 １－ ３
測定方法、環境基準値等一覧表

（水　　質）
環境基準値
 （㎎／Ｌ）

JIS K 0102　55.1　備考1 溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
　　〃　　  55.2 電気加熱原子吸光法
　　〃　　  55.3 ICP発光分光分析法
　　〃　 　 55.4 ICP質量分析法
JIS K 0102　38.1.2及び38.2 ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-ﾋﾟﾗｿﾞﾛﾝ吸光光度法
　　〃　　  38.1.2及び38.3 4-ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸-ﾋﾟﾗｿﾞﾛﾝ吸光光度法
JIS K 0102  54.1  備考1 溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
　　〃　　  54.2 電気加熱原子吸光法
　　〃　　  54.3 ICP発光分光分析法
　　〃　　  54.4 ICP質量分析法
JIS K 0102　65.2.1 ｼﾞﾌｪﾆﾙｶﾙﾊﾞｼﾞﾄﾞ吸光光度法
　　〃　　  65.2.3 電気加熱原子吸光法
　　〃　　  65.2.4 ICP発光分光分析法
　　〃　　  65.2.5 ICP質量分析法
JIS K 0102　61.2 水素化物発生原子吸光法
　　〃　　  61.3 水素化物発生ICP発光分光分析法

アルキル水銀 付表2 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾗﾌ法 検出されないこと 
Ｐ Ｃ Ｂ 付表3 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 検出されないこと 

JIS K 0125　5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FID)
JIS K 0125　5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
　　〃　　  5.4.1 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
　　〃　　  5.5 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD）
JIS K 0125　5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
　　〃　　  5.3.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FID)
JIS K 0125  5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FID)

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 同　　　上 同　　　上 0.04　以下
JIS K 0125　5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
　　〃　　  5.4.1 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
　　〃　　  5.5 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD）

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 同　　　上 同　　　上 0.006 以下
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 同　　　上 同　　　上 0.03　以下
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 同　　　上 同　　　上 0.01　以下

JIS K 0125　5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
　　〃　　  5.3.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)

チウラム 付表4 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 0.006 以下
付表5の第1 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
付表5の第2 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FTD)(ECD)

JIS K 0125 5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.3.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FID)
JIS K 0102 67･2 水素化合物発生原子吸光法
JIS K 0102 67.3 水素化合物発生ICP発光分光分析法

JIS K 0102 34.1 ﾗﾝﾀﾝ-ｱﾘｻﾞﾘﾝｺﾝﾌﾟﾚｷｿﾝ吸光光度法
付表６ ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
JIS K 0102 47.1 ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙｰ吸光光度法
JIS K 0102 47.3 ICP発光分光分析法
付表７ ICP質量分析法

水素イオン濃度 JIS K 0102 12.1 ガラス電極法 別表１－４参照
溶存酸素量 JIS K 0102 32.1 ｳｨﾝｸﾗｰ-ｱｼﾞ化ﾅﾄﾘｳﾑ変法 別表１－４参照
生物化学的酸素要求量 JIS K 0102 21 別表１－４参照

生 （河川）JIS K 0102 17 100℃における過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる酸素消費量
（海域）JIS K 0102 17 100℃における過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる酸素消費量

活 （海域）環境庁告示 別表2の2 備考2 アルカリ性法
浮遊物質量 付表８ 別表１－４参照

環 大腸菌群数 環境庁告示 別表2の1 備考4 最確数法 別表１－４参照
ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 付表10 別表１－４参照

環 （河川）JIS K 0102 45.2 ﾍﾟﾙｵｷｿ二硫酸ｶﾘｳﾑ分解(ｱﾙｶﾘ性)-紫外吸光光度法
（河川）JIS K 0102 45.3 硫酸ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾆｳﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法

項 （河川）JIS K 0102 45.4 銅・ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法
（海域）JIS K 0102 45.4 銅・ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法

目 全りん JIS K 0102 46.3 ﾍﾟﾙｵｷｿ二硫酸ｶﾘｳﾑ分解-ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ青吸光光度法 別表１－４参照
環境庁告示　別表2の1(1)のｲ及び2のｳ ｷﾚｰﾄ樹脂ｲｵﾝ交換（付表９.必要に応じて実施）
JIS K 0102 53.1 溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
JIS K 0102 53.2 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 53.3 ICP発光分光分析法
JIS K 0102 53.4 ICP質量分析法

別表１－４参照 0.001

健
　
　
　
　
　
康
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

別表１－４参照

0.0004

0.5

0.002
0.0005

0.002

0.003

1　以下

0.0005
0.0005

0.002

0.08

0.08

0.02

0.5

1.8×100  MPN

0.005

0.02

0.005

0.0005

報告下限値
（㎎／Ｌ）

0.001

0.1

0.002

－
0.5

0.001

0.0002

0.0006

0.0003

0.0002

0.002

0.004

0.0005

0.0006

0.01　以下

0.02　以下

10  以下

別表１－４参照 0.5

1

測定項目

0.01　以下カドミウム

全シアン 検出されないこと

測  定  方  法

0.8　以下

0.05

0.01　以下

六価クロム

砒  素 0.01　以下

0.05　以下

鉛

0.02　以下

0.0005 以下

特殊項目欄　参照 特殊項目欄　参照

0.002 以下

0.02　以下

0.004 以下

同上

1　以下 

ベンゼン 0.01　以下

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002 以下

0.003 以下

同　　　上

シマジン

チオベンカルブ

セ レ ン

ふ っ 素

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

化学的酸素要求量

ほ う 素

全窒素

全亜鉛

総 水 銀 還元気化原子吸光法

ジクロロメタン

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

四塩化炭素 

昭和46年12月28日付け環境庁告示第59号
付表（以下「付表」）1

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  

区分

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ



フェノール類 JIS K 0102 28.1 4-ｱﾐﾉｱﾝﾁﾋﾟﾘﾝ吸光光度法
JIS K 0102 52.2 溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
JIS K 0102 52.3 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 52.4 ICP発光分光分析法
JIS K 0102 52.5 ICP質量分析法
JIS K 0102 57.2 ﾌﾚｰﾑ原子吸光法

特 JIS K 0102 57.3 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 57.4 ICP発光分光分析法
JIS K 0102 56.2 ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
JIS K 0102 56.3 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 56.4 ICP発光分光分析法

殊 JIS K 0102 56.5 ICP質量分析法
JIS K 0102 65.1.1 ｼﾞﾌｪﾆﾙｶﾙﾊﾞｼﾞﾄﾞ吸光光度法
JIS K 0102 65.1.3 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 65.1.4 ICP発光分光分析法
JIS K 0102 65.1.5 ICP質量分析法

項 陰イオン界面活性剤 JIS K 0102 30.1.1 ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙｰ吸光光度法
JIS K 0102 43.2.1 還元蒸留-ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法
JIS K 0102 43.2.3
JIS K 0102 43.2.5 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
JIS K 0102 43.1.1 ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法

目 JIS K 0102 43.1.2 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
JIS K 0102 42.1 42.2 蒸留-ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法
JIS K 0102 42.5 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
（河川）JIS K 0102 46.1.1
（河川）JIS K 0102 46.1.2
（海域）JIS K 0102 46.1.1

プランクトン数 気象庁刊　海洋観測指針6.2
クロロフィルａ 海洋観測指針6.3
懸濁物質の強熱減量 JIS K 0102 14
濁度 JIS K 0101 9.4 積分球濁度
ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能
（ｸﾛﾛﾎﾙﾑ生成能）
（ｼﾞｸﾛﾛﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ生成能）
（ｸﾛﾛｼﾞﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ生成能）
（ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ生成能）

指針値
 （㎎／Ｌ）

JIS K 0125 5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.3.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)

ﾄﾗﾝｽ-1､2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 同　　　上 0.04
1,2-ジクロロプロパン 同　　　上 0.06
ｐ-ジクロロベンゼン 同　　　上 0.2

通知付表2の第２ 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
要
フェニトロチオン 同　　　上 0.003
イソプロチオラン 同　　　上 0.04

監 オキシン銅 通知付表３ 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 0.04
通知付表２の第１ 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
通知付表２の第２ 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

プロピザミド 同　　　上 0.008
視 ＥＰＮ 同　　　上 0.006
ジクロルボス 同　　　上 0.008
フェノブカルブ 同　　　上 0.03
イプロベンホス 同　　　上 0.008

項 クロルニトロフェン 同　　　上 －
JIS K 0125 5.1 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.2 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0125 5.3.2 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(FID)

目 キシレン 同　　　上 0.4
通知付表４の第１ ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
通知付表４の第２ ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
JIS K 0102 59.3 ICP発光分光分析法
通知付表５ ICP質量分析法
通知付表７ 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 68.2 ICP発光分光分析法
通知付表５ ICP質量分析法
通知付表７ 電気加熱原子吸光法

平成16年省通知付表５の第２ 水素化物発生原子吸光法
平成16年省通知付表５の第３ ICP質量分析法

銅･ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法

同　　　上

同　　　上
同　　　上

同　　　上

同　　　上
同　　　上

測  定  方  法

測   定   方   法

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ青(ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸還元)吸光光度法
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ青(塩化すず(Ⅱ)還元)吸光光度法

平成16年3月31日付け環境省通知付表
（以下「平成16年省通知付表」）５の第
１

報告下限値
（㎎／Ｌ）

0.006

0.006
0.03

0.0008

0.004

同　　　上

水素化物発生ICP発光分光分析法

0.004
0.004

0.007

0.0002

0.001

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ青(ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸還元)吸光光度法

0.0001

0.0003
0.004

0.0001

0.006

0.0001

0.005

0.08

0.01

0.03

0.04

0.003

0.0004
0.0001

－
0.1 μg/L

平成7年6月16日環境庁告示第30号別表

－
0.2 度

0.0005

0.0008

0.04

0.04

報告下限値
 （㎎／Ｌ）

0.005

ニッケル

溶解性マンガン

全クロム

アンモニア性窒素

クロロタロニル

亜硝酸性窒素

硝酸性窒素

モリブデン

アンチモン

りん酸性りん

クロロホルム

0.6

イソキサチオン

ダイアジノン

トルエン

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

0.0006
0.0008

0.008

0.01

0.06

0.05

平成5年4月28日付け環境庁通知第121号付
表（以下「通知付表」）2の第１

0.005

－

0.06

0.07

0.02

溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法

0.0001

0.06

0.002
0.0008

0.04

銅

溶解性鉄

区分 測定項目

区分 測 定 項 目

特
定
項
目

同　　　上 同　　　上

同　　　上

同　　　上
同　　　上

同　　　上
同　　　上



指針値
 （㎎／Ｌ）

エピクロロヒドリン 平成16年省通知付表２ ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法 0.0004
平成16年省通知付表３の第１ 活性炭抽出-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
平成16年省通知付表３の第２ 固相マイクロ抽出-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法
JIS K 0102 56.2 ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
JIS K 0102 56.3 電気加熱原子吸光法
JIS K 0102 56.4 ICP発光分光分析法
JIS K 0102 56.5 ICP質量分析法
平成16年省通知付表４の第１
平成16年省通知付表４の第２ ICP質量分析法

気温 JIS K 0102 7.1 －
水温 JIS K 0102 7.2 －

そ 色相 JIS K 0102 8 －
臭気 JIS K 0102 10.1 －

の 透視度 JIS K 0102 9 －
JIS K 0102 35.1 硝酸銀滴定法 －

他 JIS K 0102 35.3 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 －
塩分 海洋観測指針5.3 －
電気伝導率 JIS K 0102 13 －

（底　　質）

カドミウム 昭和63年環水管代127号 底質調査方法
（以下「底質調査方法」） ﾌﾚｰﾑ原子吸光法または溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法

全シアン 底質調査方法
4-ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸-ﾋﾟﾗｿﾞﾛﾝまたはﾋﾟﾘｼﾞﾝ-ﾋﾟﾗｿﾞﾛ
ﾝ吸光光度法

鉛 底質調査方法 ﾌﾚｰﾑ原子吸光法または溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ原子吸光法

砒素 底質調査方法
ｼﾞｴﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸銀吸光光度法または水素化物
発生原子吸光法

総水銀 底質調査方法 還元気化原子吸光法
アルキル水銀 底質調査方法 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
ＰＣＢ 底質調査方法 溶媒抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法(ECD)
水素イオン濃度 底質調査方法
化学的酸素要求量 底質調査方法
硫化物 底質調査方法
強熱減量 底質調査方法
酸化還元電位 酸化還元電位計を用いた測定

全クロム 底質調査方法
ｼﾞﾌｪﾆﾙｶﾙﾊﾞｼﾞﾄﾞ吸光光度法または溶媒抽出ﾌﾚｰﾑ
原子吸光法

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 B法：「新編水質汚濁調査指針」5.13
含水率 底質調査方法

備　考
１ 　有効数字を２桁とし、３桁目以下を切り捨てる。pHについては、小数点第2位を四捨五入し、小数点以下1位までとする。
２ 　報告下限値の桁を下回る桁については切り捨てる。
３

理を行う。

４

５ 　報告下限値未満の数値については、報告下限値の数値として取扱い、平均値を計算する。

要
 
監
 
視
 
項
 
目

平成15年11月5日付け環境省通知付表

0.00003

0.005

0.02

0.0002ウラン
ｷﾚｰﾄ樹脂ｲｵﾝ交換－ICP発光分光分析法

区分 測 定 項 目 測   定   方   法

1mS/m

－
－

－

0.003

測  定  方  法 報告下限値
(mg/kg)

0.2

－

－
－

0.01
－

－

－

0.1

0.5 mg/g

0.01

0.5 mg/g

0.1

0.1

0.01

－

－

10

（㎎／Ｌ）
報告下限値

0.05

健
康
項
目

一
般
項
目

0.002

塩素イオン

0.002

塩化ビニルモノマー

1,4-ジオキサン

全マンガン

0.01

0.1

平成16年省通知付表１ ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法

　ただし、硝酸性窒素と亜硝酸性窒素の測定値の何れか一方が報告下限値未満の場合は、その報告下限値未満に代えて報告下限値の数値を測定
値として扱う。
　平均値の計算に当たっては、有効数字を２桁までとし、その下の桁を四捨五入する。その場合、報告下限値の桁を下回る桁が残る場合は四捨
五入して報告下限値の桁までとする。

　硝酸性窒素と亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数0.2259を乗じ

0.0002

区分 測定項目

たものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和を求めた後に、上記の１及び２の桁数処

サリノメータを用いた測定

フェノール 溶媒抽出･固相抽出ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法 別表1-4参照 0.001

平成15年11月5日付け環境省通知付表ホルムアルデヒド 誘導体比-ガスクロマトグラフ質量分析法 別表1-4参照



 

別表１―４ 
環境基準値および評価方法 

                                                         昭和46年12月28日環告第59号 
                                                  平成13年 5月31日環水企第32号 

 
 (1) 人の健康の保護に関する環境基準 （健康項目） 
 

項  目 基  準  値 対象水域 項    目 基  準  値 対象水域

 カドミウム  0.01mg/L以下  1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴ ﾀﾝ   0.006mg/L以下 
 全シアン  検出されないこと  ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ   0.03mg/L以下 
 鉛  0.01mg/L以下  ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ   0.01mg/L以下 
 六価クロム  0.05mg/L以下  1,3-ｼ ｸ゙ﾛﾛﾌ ﾛ゚ﾍ ﾝ゚   0.002mg/L以下 
 砒素  0.01mg/L以下  チウラム  0.006mg/L以下 
 総水銀  0.0005mg/L以下  シマジン  0.003mg/L以下 
 アルキル水銀  検出されないこと  チオベンカルブ  0.02mg/L以下 
 ＰＣＢ  検出されないこと  ベンゼン  0.01mg/L以下 
 ジクロロメタン  0.02mg/L以下  セレン  0.01mg/L以下 
 四塩化炭素  0.002mg/L以下 
 1,2-ｼ ｸ゙ﾛﾛｴ ﾀﾝ   0.004mg/L以下 

 硝酸性窒素及び 
 亜硝酸性窒素  10mg/L以下 

 1,1-ｼ ｸ゙ﾛﾛｴﾁﾚﾝ   0.02mg/L以下  ふっ素  0.8mg/L以下 
 ｼ ｽ-1,2-ｼ ｸ゙ﾛﾛｴ ﾁﾚﾝ   0.04mg/L以下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ほう素  1mg/L以下 

 
   全 
      
   公 
      
   共 
      
   用 
      
   水 
      
   域 

 

 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴ ﾀﾝ   1mg/L以下 

 
   全 
 
   公 
 
   共 
 
   用 
 
   水 
 
   域 

                                              
評価方法 １ 基準値は、年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。また、アルキル水銀及び 

ＰＣＢについては「検出されないこと」をもって基準値とされているので、同一測定地点における年間の全ての検体の 
測定値が不検出であることをもって基準達成と判断する。さらに、総水銀に係る評価方法は評価方法２のとおり。  
２ 総水銀についての目標の適否の判定は、年間の測定値中、0.0005mg/Lを超える検体が調査対象検体の37％以上 
である場合を不適とする。 

３ 海域についてはふっ素、ほう素の基準値は適用しない。 
(注) １ 「検出されないこと」とは、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

 
(2) 生活環境の保全に関する環境基準（生活環境項目） 
 
ア 河川（湖沼を除く） 
  ① 

基   準   値 
類型 利 用 目 的 の 

適   応   性 
水素イオン
濃 度 
(ｐＨ) 

生物化学的
酸素要求量

(ＢＯＤ) 
浮遊物質量 

(Ｓ Ｓ) 
溶 存 
酸素量 
(ＤＯ) 

大腸菌群数 

ＡＡ 水道１級、自然環境保全及びＡ以下の欄に掲げるもの 
6.5以上 
8.5以下 

1mg/L 
以下 25mg/L以下 7.5mg/L 

以上 
50MPN/100ml 

以下 

Ａ 水道２級、水産１級、水浴及びＢ以
下の欄に掲げるもの 

6.5以上 
8.5以下 

2mg/L 
以下 25mg/L以下 7.5mg/L 

以上 
1,000MPN/100ml  

以下 

Ｂ 水道３級、水産２級及びＣ以下の欄
に掲げるもの 

6.5以上 
8.5以下 

3mg/L 
以下 25mg/L以下 5mg/L 

以上 
5,000MPN/100ml

以下 

Ｃ 水産３級、工業用水１級及びＤ以下
の欄に掲げるもの 

6.5以上 
8.5以下 

5mg/L 
以下 50mg/L以下 5mg/L 

以上 － 

Ｄ 工業用水２級、農業用水及びＥの
欄に掲げるもの 

6.0以上 
8.5以下 

8mg/L 
以下 100mg/L以下 2mg/L 

以上 － 

Ｅ 工業用水３級、環境保全 6.0以上 
8.5以下 

10mg/L 
以下 

ごみ等の浮遊が認め
られないこと 

2mg/L 
以上 － 

評価方法 １ 基準値は、日間平均値とする。 
 ２ 農業用利水点については、水素イオン濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量5mg/L以上とする。  
 ３ 類型指定された水域におけるBODの環境基準達成状況の年間評価については、当該水域の環境基準点におい 

て、日間平均値の75％値が当該水域があてはめられた類型の環境基準に適している場合に、当該水域が環境基 
準を達成しているものと判断する。複数の環境基準点をもつ水域においては、当該水域内のすべての環境基準点 
において、環境基準に適合している場合に、当該水域が環境基準を達成しているものと判断する。 

(注)  １ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
   ２ 水 道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
          〃 ２級：沈澱ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
          〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 
  ３ 水 産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 
          〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
          〃 ３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 
  ４ 工業用水１級：沈澱等による通常の浄水操作を行うもの 
          〃 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
          〃 ３級：特殊の浄水操作を行うもの 
   ５ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を感じない限度 



 

  ② 
基準値 

類型 水生生物の生息状況の適応性 
全亜鉛 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌

生物が生息する水域 
0.03mg/ L以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁

殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域 
0.03mg/ L以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が

生息する水域 
0.03mg/ L以下 

生物特Ｂ 
生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁

殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域 
0.03mg/ L以下 

評価方法 １ 基準値は、年間平均値とする。 

 
イ 海域 
  ① 

基    準    値 

類型 
利 用 目 的 の 

適   応   性 
水素イオン

濃 度 

(ｐＨ) 

化 学 的 

酸素要求量

(ＣＯＤ) 

溶 存 

酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌群数 

ｎ－ヘキサン

抽出物質 

（油分等） 
 Ａ 水産１級、水浴、自然環境保全及びＢ

以下の欄に掲げるもの 
7.8以上 

8.3以下 
2mg/ L 

以下 
7.5mg/ L 

以上 
1,000MPN/ 100ml 

以下 
検出されない

こと 
 Ｂ 水産２級、工業用水及びＣ以下の欄に

掲げるもの 
7.8以上 

8.3以下 
3mg/ L 

以下 
5mg/ L 

以上 
－ 

検出されない

こと 
 Ｃ 環境保全 7.0以上 

8.3以下 
8mg/ L 

以下 
2mg/ L 

以上 
－ － 

評価方法 １ 基準値は、日間平均値とする。 

 ２ 水産１級のうち、生食用原料カキの養殖の利水点については、大腸菌群数70MPN/ 100ml以下とする。 

 ３ 類型指定された水域におけるCODの環境基準達成状況の年間評価については、当該水域の環境基準点におい 

て、日間平均値の75％値が当該水域があてはめられた類型の環境基準に適している場合に、当該水域が環境基 

準を達成しているものと判断する。複数の環境基準点をもつ水域においては、当該水域内のすべての環境基準点 

において、環境基準に適合している場合に、当該水域が環境基準を達成しているものと判断する。また、この場合 

の日間平均値については、2層以上で採取する場合は、各層の値を平均した全層の値を採用する。 

(注)   １ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全  

 ２  水 産１級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用  

       〃 ２級：ボラ、ノリ等の水産生物用  

  ３  環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を感じない限度 

 

  ② 

基   準   値 
類型 利 用 目 的 の 適 応 性 

全 窒 素 全 り ん 
 Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの（水産２種及び３種を除く。） 0.2mg/ L以下 0.02mg/ L以下

 Ⅱ 水産１種 水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの（水産２種及び３種を除く。） 0.3mg/ L以下 0.03mg/ L以下

 Ⅲ 水産２種及びⅣの欄に掲げるもの（水産３種を除く。） 0.6mg/ L以下 0.05mg/ L以下

 Ⅳ 水産３種、工業用水、生物生息環境保全  1 mg/ L以下 0.09mg/ L以下

評価方法 １ 基準値は、年間平均値とする。 

２ 水域類型の指定は、海洋植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある海域について行うものとする。 

３ 類型指定された水域における全窒素及び全燐の環境基準達成状況の年間評価は、当該水域の環境基準点にお 

いて、表層の年間平均値が当該水域があてはめられた類型の環境基準に適合している場合に、当該水域が環境 

基準を達成しているものと判断する。複数の環境基準点をもつ水域については、当該水域内の各環境基準点にお 

ける表層の年間平均値を、当該水域内のすべての基準点について平均した値が環境基準に適合している場合に 

当該水域が環境基準を達成しているものと判断する。 

(注） １ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

 ２  水産１種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定して漁獲される 

  〃２種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲される 

  〃３種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される 

 ３  生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度  



 

  ③ 

基準値 
類型 水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 
0.02mg/ L以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の

生育場として特に保全が必要な水域 
0.01mg/ L以下 

評価方法 １ 基準値は、年間平均値とする。 

 
(3) 要監視項目及び指針値 
 
① 

項目 指針値  項目 指針値 

クロロホルム 0.06mg/ L以下  イプロベンホス 0.008mg/ L以下

トランス- 1,2- ジクロロエチレン 0.04 mg/ L以下  クロルニトロフェン ― 

1,2- ジクロロプロパン 0.06mg/ L以下  トルエン 0.6mg/ L以下

p- ジクロロベンゼン 0.2mg/ L以下  キシレン 0.4mg/ L以下

イソキサチオン 0.008mg/ L以下  フタル酸ジエチルヘキシル 0.06mg/ L以下

ダイアジノン 0.005mg/ L以下  ニッケル ― 

フェニトロチオン 0.003mg/ L以下  モリブデン 0.07mg/ L以下

イソプロチオラン 0.04mg/ L以下  アンチモン 0.02mg/ L以下

オキシン銅 0.04mg/ L以下  塩化ビニルモノマー 0.002mg/ L以下

クロロタロニル 0.05mg/ L以下  エピクロロヒドリン 0.0004mg/ L以下

プロピザミド 0.008mg/ L以下  1,4- ジオキサン 0.05mg/ L以下

EPN 0. 06mg/ L以下  全マンガン 0.2mg/ L以下

ジクロルボス 0.008mg/ L以下  ウラン 0.002mg/ L以下

フェノブカルブ 0.03mg/ L以下    

 

② 

項目 水域 類型 指針値 

生物A 0.7mg/ L以下

生物特A 0.006mg/ L以下

生物B 3mg/ L以下
河川及び湖沼 

生物特B 3mg/ L以下

生物A 0.8mg/ L以下

クロロホルム 

海域 
生物特A 0.8mg/ L以下

生物A 0.05mg/ L以下

生物特A 0.01mg/ L以下

生物B 0.08mg/ L以下
河川及び湖沼 

生物特B 0.01mg/ L以下

生物A 2mg/ L以下

フェノール 

海域 
生物特A 0.2mg/ L以下

生物A 1mg/ L以下

生物特A 1mg/ L以下

生物B 1mg/ L以下
河川及び湖沼 

生物特B 1mg/ L以下

生物A 0.3mg/ L以下

ホルムアルデヒド 

海域 
生物特A 0.03mg/ L以下

 






























